泉鏡花「年譜」補訂(七) by 吉田 昌志 & 昭和女子大学日本語日本文学科
泉
鏡
花
「
年
譜
」
補
訂
吉
田
昌
志
本
稿
は
、
先
年
刊
行
し
た
岩
波
書
店
版
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
別
巻
二
（
平
成
十
八
年
一
月
二
十
日
）
収
録
の
泉
鏡
花
「
年
譜
」
の
補
訂
で
、
本
誌
七
九
五
号
（
平
成
十
九
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
一
」、
七
九
七
号
（
平
成
十
九
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
二
」、
八
一
九
号
（
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
三
」
、
八
二
一
号
（
平
成
二
十
一
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
四
」
、
八
二
六
号
（
平
成
二
十
一
年
八
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
五
」
、
八
四
三
号
（
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
六
」
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
［
誤
記
誤
植
の
訂
正
］
、
［
本
文
の
訂
正
追
加
］
、
［
典
拠
の
訂
正
追
加
］、［
新
た
な
項
目
］、
の
四
部
に
分
か
ち
、
書
式
を
次
の
通
り
と
す
る
。
一
、
表
記
は
、
原
則
と
し
て
右
「
年
譜
」
に
準
じ
た
。
一
、「
年
譜
」
本
文
の
後
に
、
 典
拠

と
し
て
、
文
献
の
原
文
、
未
公
刊
資
料
の
翻
字
等
を
示
し
、
典
拠
が
複
数
の
場
合
は
番
号
を
付
し
て
併
記
し
た
。

注
記

の
項
に
は
、
内
容
の
解
説
、
考
証
等
を
記
し
た
。
一
、
引
用
文
の
仮
名
づ
か
い
は
、
原
文
の
ま
ま
と
し
、
字
体
は
概
ね
現
行
の
印
刷
文
字
に
改
め
、
総
ル
ビ
の
場
合
は
、
読
解
に
必
要
な
ル
ビ
を
残
し
た
。
一
、
引
用
文
の
中
略
部
分
は
、
総
て
「（
…
）」
で
示
し
、
前
略
、
後
略
は
い
ち
い
ち
断
わ
ら
な
か
っ
た
。
引
用
文
中
の
誤
記
誤
植
は
、［
］
内
に
補
正
し
た
。
一
、
典
拠
文
献
が
複
数
項
目
に
重
出
す
る
場
合
も
、
そ
の
つ
ど
項
目
ご
と
に
示
し
て
、
書
誌
的
事
項
の
記
載
を
省
か
な
か
っ
た
。
一
、
［
本
文
の
訂
正
追
加
］
で
は
、
訂
正
部
分
、
新
た
な
追
加
部
分
に
傍
線
を
付
し
て
区
別
し
た
。
一
、
文
中
の
敬
称
は
、
原
則
と
し
て
省
略
し
た
。
一
、
必
要
に
応
じ
て
、「
＊
」
の
あ
と
に
注
記
事
項
を
補
っ
た
。
［
誤
記
誤
植
の
訂
正
］
＊
今
回
は
無
し
。
［
本
文
の
訂
正
追
加
］
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
庚
戌
三
十
八
歳
四
月
十
五
日
よ
り
、
浅
草
美
音
館
で
、
映
画
「
通
夜
物
語
」
（
製
作
吉
沢
商
会
）
が
封
切
ら
れ
る
と
報
じ
ら
れ
た
が
、
実
際
に
は
「
無
名
氏
作
悲
劇
「
女
の
意
地
」」
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七

学
苑
第
八
四
五
号
五
三
～
六
四
（
二
〇
一
一
三
）
（
柴
田
善
太
郎
一
座
）
と
し
て
上
映
さ
れ
た
。
 典
拠
1
「
し
ば
い
と
ゆ
う
げ
い
」（「
都
新
聞
」
明
治
四
十
三
年
四
月
十
五
日
付
三
面
）
各
所
の
活
動
写
真
十
五
日
よ
り
替
る
は
左
の
如
し
浅
草
公
園
電
気
館
英
国
オ
ク
ス
フ
オ
ル
ド
対
ケ
ン
ブ
リ
ツ
ヂ
大
学
の
短
艇
競
争
、
悲
劇
橘
英
男
喜
劇
写
真
屋
の
親
子
、
姥
ケ
、
西
洋
桃
太
郎
フ
イ
［
ン
］
ラ
ン
ド
の
急
流
（
…
）
同
美
音
館
通
夜
物
語
、
本
蔵
下
屋
敷
、
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
所
見
、
暖
爐
の
古
物
、
実
物
喜
劇
岡
本
都
一
座
 典
拠
2
「
遊
覧
案
内
」
（「
都
新
聞
」
明
治
四
十
三
年
四
月
十
八
日
付
四
面
）
 注
記

「
年
譜
」
で
は
、
日
本
映
画
史
研
究
会
編
『
日
本
映
画
作
品
辞
典
戦
前
編
』
（
科
学
書
院
、
平
成
八
年
五
月
二
十
五
日
）
に
拠
っ
て
記
し
た
が
、
「
都
新
聞
」
の
予
告
に
「
通
夜
物
語
」
と
あ
る
も
の
の
、
実
際
の
案
内
広
告
で
は
題
が
替
っ
て
い
る
の
で
、
本
文
を
訂
正
す
る
。
出
演
も
実
川
延
太
郎
の
名
を
記
し
た
が
、
こ
れ
は
別
の
演
目
へ
の
出
演
と
判
っ
た
た
め
、
広
告
に
よ
り
「
柴
田
善
太
郎
一
座
」
と
し
た
。
予
告
と
広
告
と
を
比
較
し
た
結
果
、
「
通
夜
物
語
」
が
「
無
名
氏
作
」
の
「
悲
劇
「
女
の
意
地
」 」
と
改
題
さ
れ
て
上
映
に
な
っ
た
と
判
断
し
た
。
「
女
の
意
地
」
と
い
う
題
名
は
「
通
夜
物
語
」
の
内
容
に
沿
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
出
演
の
柴
田
善
太
郎
は
、
演
芸
画
報
社
版
『
日
本
俳
優
鑑
』
（
明
治
四
十
三
年
三
月
一
日
）
に
「
優
は
明
治
八
年
三
月
十
日
の
出
生
。
そ
の
十
七
歳
の
時
初
め
て
川
上
音
次
郎
の
門
を
叩
き
幾
も
な
く
一
頭
地
を
抜
き
一
時
川
上
座
の
四
天
王
の
随
一
と
呼
れ
た
り
。
」
と
あ
る
新
派
の
俳
優
。
昭
和
十
五
年
五
月
十
六
日
に
歿
し
た
（
三
省
堂
版
『
日
本
芸
能
人
名
事
典
』
平
成
七
年
七
月
十
日
）。
「
一
門
一
答
録
泉
鏡
花
と
梅
村
蓉
子
」
（
「
映
画
時
代
」
四
巻
一
号
、
昭
和
三
年
一
月
一
日
。
岩
波
書
店
版
『
鏡
花
全
集
』
別
巻
収
録
）
中
に
、
「
先
生
の
お
作
で
映
画
に
な
り
ま
し
た
も
の
は
？
」
の
問
い
に
答
え
て
、
え
ゝ
、
私
の
も
の
は
、
「
飾
砂
子
」
つ
て
の
が
あ
り
ま
す
し
、
も
つ
と
前
に
は
「
通
夜
物
語
」
と
云
ふ
の
も
あ
り
ま
す
、
お
礼
が
金
十
円
也
に
ベ
ル
モ
ツ
ト
が
二
本
。
そ
ろ
ば
ん
を
先
へ
出
し
て
は
体
裁
が
悪
い
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
事
よ
り
、
さ
つ
き
云
つ
た
衣
も
の
ゝ
皺
だ
ら
け
が
い
や
で
断
つ
た
ん
で
す
が
ね
、
柳
川
春
葉
が
中
へ
入
つ
て
、
何
で
も
と
云
ふ
の
で
撮
影
し
ま
し
た
。
何
と
か
云
ふ
会
社
で
す
。
役
者
も
知
り
ま
せ
ん
。
最
も
見
も
し
な
か
つ
た
。
と
あ
る
が
、
こ
れ
が
美
音
館
上
映
の
「
通
夜
物
語
」
を
さ
す
の
か
、
資
料
を
欠
い
て
い
て
判
ら
な
い
。
映
画
の
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
、
調
査
を
続
け
た
い
。
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
甲
寅
四
十
二
歳
九
月
十
五
日
よ
り
、
浅
草
三
友
館
で
日
活
向
島
製
作
の
映
画
「
通
夜
物
語
」
が
封
切
ら
れ
た
（
監
督
出
演
者
等
不
明
）。
 典
拠

「
活
動
の
部
」
広
告
（「
都
新
聞
」
大
正
三
年
九
月
十
六
日
付
四
面
）
 注
記

「
年
譜
」
で
は
、
日
本
映
画
史
研
究
会
編
『
日
本
映
画
作
品
辞
典
戦
前
』
（
科
学
書
院
、
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平
成
八
年
五
月
二
十
五
日
）
に
拠
っ
て
、
「
九
月
下
旬
」
と
記
し
た
が
、
年
次
を
「
大
正
二
年
」
と
誤
記
し
た
た
め
、
こ
れ
を
「
大
正
三
年
」
に
訂
正
し
、
典
拠
の
新
聞
広
告
に
よ
り
、
封
切
日
を
「
九
月
十
五
日
」
と
し
た
。
映
画
「
通
夜
物
語
」
は
、
九
月
二
十
七
日
が
最
終
日
、
二
十
八
日
か
ら
は
「
現
代
悲
劇
人
の
子
」「
社
会
的
大
惨
劇
怪
炎
」
が
上
映
さ
れ
て
い
る
。
三
友
館
は
、
明
治
三
十
九
年
創
立
の
活
動
常
設
館
で
、
も
と
開
進
館
と
い
う
勧
工
場
を
買
収
、
改
築
し
て
開
場
し
、
そ
の
後
日
活
が
借
受
け
て
長
尺
物
を
上
映
し
た
と
こ
ろ
大
い
に
人
気
が
出
た
が
、
大
正
五
年
四
月
よ
り
天
活
（
天
然
色
活
動
写
真
株
式
会
社
。
大
正
三
年
三
月
に
日
活
退
社
組
が
創
立
）
が
買
収
し
た
（
以
上
、
米
山
蟻
兄
「
浅
草
公
園
観
せ
物
総
り
」
「
新
演
芸
」
一
巻
三
号
、
大
正
五
年
五
月
一
日
、
お
よ
び
田
中
栄
三
「
映
画
史
覚
え
が
き
（
そ
の
九
）
」
「
シ
ナ
リ
オ
」
四
巻
一
号
、
昭
和
二
十
三
年
八
月
一
日
、
を
参
照
）。
典
拠
と
同
じ
紙
面
の
「
芝
居
の
部
」
に
は
、
明
治
座
の
「
婦
系
図
」
（
九
月
五
日
初
日
）
の
広
告
が
あ
る
。
河
合
武
雄
の
お
蔦
、
伊
井
蓉
峰
の
主
税
の
こ
の
上
演
の
た
め
に
鏡
花
は
「
湯
島
の
境
内
」
を
書
下
し
た
（「
年
譜
」
参
照
）。
こ
の
年
九
月
は
、
浅
草
で
映
画
、
日
本
橋
（
久
松
町
）
で
芝
居
、
二
つ
の
「
鏡
花
も
の
」
の
興
行
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
乙
卯
四
十
三
歳
二
月
十
四
日
よ
り
、
オ
ペ
ラ
館
（
浅
草
公
園
内
）
で
、
細
山
喜
代
松
監
督
の
映
画
「
瀧
の
白
糸
」（
製
作
日
活
向
島
）
が
封
切
ら
れ
た
。
 典
拠

「
活
動
の
部
」
広
告
（「
都
新
聞
」
大
正
四
年
二
月
十
四
日
付
四
面
）
 注
記

「
年
譜
」
に
は
、
日
本
映
画
史
研
究
会
編
『
日
本
映
画
作
品
辞
典
戦
前
編
』
（
科
学
書
院
、
平
成
八
年
五
月
二
十
五
日
）
に
拠
っ
て
記
し
た
が
、
新
聞
広
告
に
よ
り
、
封
切
日
と
上
映
館
を
補
っ
た
。
同
紙
二
月
二
十
七
日
に
は
「
新
派
家
庭
大
悲
劇
々
現
る
」
と
し
て
次
の
興
行
「
女
夫
波
」
の
広
告
が
載
っ
て
い
る
か
ら
、
二
週
間
ほ
ど
の
上
映
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
米
山
蟻
兄
「
浅
草
公
園
観
せ
物
総
り
」
（
「
新
演
芸
」
一
巻
三
号
、
大
正
五
年
五
月
一
日
）
に
「
オ
ペ
ラ
館
は
、
日
活
直
営
の
活
動
写
真
館
に
て
間
口
十
二
間
奥
行
十
四
間
、
新
派
悲
劇
を
専
門
と
し
て
ゐ
る
」
と
あ
る
。
広
告
中
に
「
本
郷
座
当
り
狂
言
」
と
あ
る
が
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
本
郷
座
で
の
上
演
は
大
正
六
年
四
月
興
行
（
二
十
一
日
初
日
。
全
九
場
。
白
糸
＝
木
下
吉
之
助
、
村
越
欣
哉 （マ
マ
）＝
梅
島
昇
、
切
淵
剛
三
＝
栗
島
狭
衣
等
。
以
上
「
芝
居
と
遊
芸
」「
都
新
聞
」
大
正
六
年
四
月
二
十
日
付
四
面
に
拠
る
）
の
ほ
か
に
確
認
で
き
な
い
。
四
年
二
月
以
前
に
連
鎖
劇
で
の
上
演
の
可
能
性
も
あ
り
、
今
後
調
査
を
続
け
た
い
。
本
作
は
オ
ペ
ラ
館
上
映
後
、
東
京
市
内
を
巡
回
し
た
ら
し
く
、
高
梨
輝
憲
編
刊
『
小
名
木
川
物
語
』
（
昭
和
六
十
二
年
三
月
。
刊
行
日
記
載
な
し
）
に
、
開
館
直
後
の
深
川
「
扇
橋
館
」
の
思
い
出
を
語
っ
て
、
そ
の
開
館
日
に
は
無
料
で
入
場
さ
せ
る
と
い
う
の
で
私
も
見
に
行
っ
た
。
こ
の
と
き
見
た
活
動
写
真
は
旧
劇
（
時
代
物
）
が
尾
上
松
之
助
主
演
の
「
天
狗
小
僧
霧
太
郎
」
新
派
悲
劇
（
現
代
物
）
が
立
花
貞
二
郎
主
演
の
「
滝
の
白
糸
」
で
あ
っ
た
。
立
花
貞
二
郎
は
新
派
の
女
形
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
ず
れ
も
大
正
三
、
四
年
の
こ
ろ
だ
と
覚
え
て
い
る
。
と
あ
る
。
筆
者
の
高
梨
は
明
治
三
十
八
年
生
れ
、
大
正
四
年
に
は
数
え
十
一
歳
で
あ
る
。
文
中
の
「
天
狗
小
僧
霧
太
郎
」
は
、
前
記
『
日
本
映
画
作
品
辞
典
戦
前
編
』
に
よ
れ
ば
、
日
活
京
都
製
作
、
牧
野
省
三
監
督
、
尾
上
松
之
助
主
演
の
映
画
で
、
大
正
三
年
七
月
上
旬
、
浅
草
千
代
田
館
封
切
、
と
あ
る
が
、
「
都
新
聞
」
（
同
年
六
月
二
十
九
日
付
四
面
）
に
は
「
当
六
月
廿
七
日
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よ
り
」
と
あ
り
、
七
月
十
三
日
ま
で
同
様
の
広
告
が
出
て
い
る
の
で
、
「
大
正
三
、
四
年
の
こ
ろ
」
と
い
う
高
梨
の
回
想
に
は
信
憑
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
瀧
の
白
糸
」
に
立
花
貞
二
郎
が
白
糸
役
で
出
て
い
た
こ
と
も
確
実
で
あ
ろ
う
。
立
花
に
つ
い
て
は
、
後
掲
大
正
六
年
三
月
一
日
の
項
を
参
照
。
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
乙
卯
四
十
三
歳
三
月
四
日
、
午
後
三
時
よ
り
、
本
郷
座
の
一
番
目
狂
言
と
し
て
「
日
本
橋
」
（
全
六
幕
）
が
初
演
さ
れ
た
。
当
初
、
二
日
初
日
と
予
告
さ
れ
た
が
、
「
大
道
具
其
他
の
都
合
に
て
」
四
日
初
日
と
な
り
（「
東
京
朝
日
新
聞
」
一
日
付
）、
二
日
付
の
同
紙
に
以
下
の
配
役
が
掲
げ
ら
れ
た
。
お
孝
＝
喜
多
村
緑
郎
、
木
晋
三
＝
伊
井
蓉
峰
、
清
葉
＝
木
村
操
、
お
千
世
＝
花
柳
章
太
郎
、
五
十
嵐
伝
吾
＝
小
織
桂
一
郎
、
飴
屋
仁
作
＝
福
島
清
、
銀
造
＝
藤
井
六
輔
ほ
か
。
上
演
中
（
日
不
明
）
、
千
章
館
が
鏡
花
を
招
い
た
席
で
観
劇
し
て
い
た
久
保
田
万
太
郎
は
、
鏡
花
に
誘
わ
れ
て
楽
屋
に
喜
多
村
緑
郎
を
訪
ね
た
。
吉
井
勇
は
、
各
配
役
を
歌
に
詠
ん
だ
劇
評
「
『
日
本
橋
』
十
人
十
首
」
を
「
演
芸
画
報
」
（
第
二
年
第
四
号
、
大
正
四
年
四
月
一
日
発
行
）
に
寄
せ
た
。
客
入
り
は
芳
し
く
な
か
っ
た
が
、
花
柳
の
お
千
世
は
出
世
役
と
な
っ
た
。
同
じ
く
上
演
中
（
日
不
明
）
、
千
章
館
堀
尾
成
章
が
文
科
大
学
生
を
招
い
た
席
で
、
江
口
渙
は
、
豊
島
與
志
雄
、
山
本
有
三
、
山
宮
允
ら
と
知
り
合
っ
た
と
い
う
。
 典
拠
1
本
郷
座
広
告
（「
都
新
聞
」
大
正
四
年
三
月
四
日
付
三
面
）

典
拠
2
江
口
渙
「
『
新
思
潮
』
勃
興
時
代
の
こ
と
」
（
「
文
章
楽
部
」
十
一
巻
九
号
、
大
正
十
五
年
九
月
一
日
）
私
が
豊
島
與
志
雄
、
山
本
有
三
、
山
宮
允
、
な
ど
の
人
々
を
正
式
に
知
つ
た
の
は
、
本
郷
座
で
泉
鏡
花
氏
の
「
日
本
橋
」
が
伊
井
や
佐 （マ
マ
）織
の
手
で
上
演
さ
れ
た
時
の
事
で
は
な
か
つ
た
か
と
思
ふ
。
何
で
も
当
時
「
新
小
説
」
の
編
輯
を
し
て
ゐ
た
本
多
さ
ん
と
云
ふ
老
人
の
肝
り
で
「
日
本
橋
」
を
出
版
し
た
本
屋
の
主
人
の
堀
君
が
、
文
学
志
望
の
文
科
大
学
生
を
十
四
五
人
、
つ
ま
り
ネ
キ
ス
ト
ゼ
ネ
レ
ー
シ
ヨ
ン
を
優
待
す
る
と
云
ふ
や
う
な
意
味
で
、
本
郷
座
へ
招
待
し
た
事
が
あ
つ
た
。
そ
の
時
、
右
手
の
二
階
桟
敷
へ
陣
取
つ
た
私
達
を
ひ
ど
く
驚
か
し
た
事
件
が
あ
つ
た
。
そ
れ
は
か
う
し
て
招
待
さ
れ
た
の
は
、
私
達
文
科
大
学
生
ば
か
り
だ
と
思
つ
て
ゐ
た
の
に
、
思
ひ
が
け
な
く
も
一
人
の
若
い
、
そ
し
て
顔
も
体
も
思
ひ
切
つ
て
け
ば
け
ば
し
い
満
艦
飾
を
施
し
た
美
人
が
、
吾
々
の
桟
敷
の
一
隅
へ
何
時
の
間
に
か
割
込
ん
で
来
た
か
ら
だ
。
女
と
云
ふ
も
の
に
縁
の
遠
か
つ
た
そ
の
頃
の
私
達
の
物
好
き
な
視
線
は
、
必
然
的
に
そ
の
美
人
へ
ば
か
り
集
め
ら
れ
た
の
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
お
蔭
で
芝
居
の
方
は
半
分
位
も
見
ず
に
し
ま
つ
た
。
だ
が
、
そ
の
時
、
そ
の
美
人
が
誰
で
あ
り
、
か
つ
如
何
に
し
て
吾
々
の
桟
敷
へ
侵
入
し
て
来
た
か
と
云
ふ
事
に
つ
い
て
は
つ
ひ
に
知
る
事
が
出
来
な
か
つ
た
。
然
し
、
二
三
日
経
つ
て
か
ら
、
そ
れ
が
当
時
売
出
し
の
女
優
木
下
八
百
子
で
あ
り
、
そ
し
て
、
山
本
有
三
君
が
招
待
者
や
世
話
人
に
は
無
断
で
八
百
子
を
恋
人
然
と
伴
れ
込
ん
で
来
た
も
の
だ
と
云
ふ
事
を
き
い
た
時
に
は
、
遅
蒔
き
な
が
ら
大
い
に
憤
慨
し
た
も
の
だ
。
殊
に
、
岡
栄
一
郎
君
な
ど
は
一
ト
月
以
上
も
頭
へ
湯
気
を
立
て
て
怒
つ
て
ゐ
た
。

典
拠
3
山
本
有
三
「
す
が
目
の
悪
魔
「
新
思
潮
勃
興
時
代
」
中
私
に
対
す
る
記
事
へ
の
反
駁
」
（
「
文
章
楽
部
」
十
一
巻
十
号
、
大
正
十
五
年
十
月
一
日
）
＊
□
は
欠
字
。
［
］
内
は
引
用
者
の
補
足
。
す
が
目
の
悪
魔
が
ゐ
た
。
彼
は
何
で
も
も
の
を
斜
に
見
な
い
で
は
ゐ
ら
れ
な
か
つ
た
。
丁
度
蟹
が
人
間
の
歩
く
の
を
見
て
、「
あ
い
つ
は
何
だ
つ
て
あ
ん
な
歩
き
方
を
す
る
の
だ
。
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あ
い
つ
は
己
の
や
う
に
横
に
は
な
い
。
き
つ
と
凄
い
奴
に
相
違
な
い
。
」
と
い
つ
た
の
と
、
同
じ
や
う
な
こ
と
を
い
ふ
男
で
あ
つ
た
。
×
×
×
昔
若
い
愚
か
な
学
生
が
ゐ
た
。
新
劇
壇
が
起
り
か
け
た
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
女
優
と
近
づ
き
に
な
つ
た
。
そ
の
女
優
は
喜
多
村
が
好
き
で
あ
つ
た
。
あ
る
時
鏡
花
氏
の
『
日
本
橋
』
を
喜
多
村
が
や
る
こ
と
に
な
つ
た
。
彼
女
は
し
き
り
に
見
た
い
と
い
ふ
。
た
ま

彼
の
と
こ
ろ
に
初
日
の
招
待
券
が
一
枚
届
い
た
。
彼
は
自
分
で
も
見
た
か
つ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
切
符
を
彼
女
に
や
つ
て
自
分
は
見
に
行
か
な
い
こ
と
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
彼
の
友
に
新
派
の
嫌
ひ
な
男
が
ゐ
た
。
不
思
議
に
彼
も
亦
切
符
を
一
枚
貰
つ
て
ゐ
た
。
名
も
な
い
学
生
に
ど
う
し
て
招
待
券
が
送
ら
れ
た
の
か
二
人
に
は
見
当
が
つ
か
な
か
つ
た
。
が
、
兎
に
角
芝
居
の
見
た
い
□
［
彼
］
は
新
派
の
嫌
な
男
の
切
符
を
持
つ
て
劇
場
に
行
つ
た
。
席
に
案
内
さ
れ
る
と
彼
は
魂
が
飛
び
上
□
［
る
］
程
驚
い
た
。
ず
ら
つ
と
そ
こ
に
列
ん
で
ゐ
る
の
は
彼
の
友
達
許
り
で
あ
つ
た
。
彼
は
し
ま
つ
た
と
思
つ
た
。
こ
ん
な
こ
と
か
［
な
］
ら
女
に
切
符
な
ん
か
や
る
ん
で
は
な
か
つ
た
と
思
つ
た
。
ま
だ
来
て
ゐ
な
か
つ
た
か
ら
何
と
か
止
め
る
工
夫
は
な
い
も
の
か
と
や
き
も
き
し
た
。
愚
か
な
彼
は
や
き
も
き
す
る
だ
け
で
そ
の
場
を
切
抜
け
る
術
を
知
ら
な
か
つ
た
。
そ
の
内
女
が
来
て
し
ま
つ
た
。
彼
は
逃
げ
出
す
こ
と
も
出
来
な
い
で
、
た
ゞ
わ
く

し
な
が
ら
小
さ
く
な
つ
て
ゐ
た
。
そ
の
事
が
十
何
年
後
に
、
す
が
目
の
悪
魔
に
よ
つ
て
書
か
れ
た
。
「
あ
の
男
は
凄
い
奴
で
あ
る
。
女
を
連
れ
て
招
待
席
に
や
つ
て
来
た
。」
×
×
×
そ
の
後
彼
は
彼
女
と
喧
嘩
を
し
た
。
彼
女
は
、
「
あ
な
た
ば
か
り
が
男
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
」
と
い
は
ぬ
ば
か
り
の
こ
と
を
い
つ
て
、
あ
て
つ
け
が
ま
し
く
彼
の
友
人
の
所
に
走
つ
た
。
彼
は
口
惜
し
か
つ
た
。
併
し
彼
女
に
さ
う
出
ら
れ
る
と
ど
う
し
て
も
降
参
す
る
わ
け
に
行
か
な
か
つ
た
。「
走
る
ん
な
ら
走
れ
。」
と
思
つ
た
。
し
ば
ら
く
対
戦
が
つ
ゞ
い
た
。
そ
の
間
彼
は
随
分
辛
か
つ
た
。
併
し
ぢ
つ
と
こ
ら
へ
た
。
そ
し
た
ら
や
が
て
彼
女
の
方
か
ら
戻
つ
て
来
た
。
が
、
そ
れ
か
ら
又
出
て
行
つ
て
し
ま
つ
た
。
す
が
目
の
悪
魔
は
、
そ
れ
を
十
何
年
後
に
か
う
書
い
て
ゐ
る
。
「
彼
は
彼
女
と
グ
ル
に
な
つ
て
彼
の
友
を
翻
弄
し
た
。
彼
女
の
蔭
で
糸
を
引
い
た
悪
辣
な
男
は
彼
で
あ
る
。」
 注
記

典
拠
1に
よ
り
、
開
演
時
間
を
補
っ
た
。
江
口
文
の
「
堀
君
」
は
「
堀
尾
君
」
の
誤
り
。
「
本
多
さ
ん
と
云
ふ
老
人
」
は
本
多
嘯
月
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
引
用
を
省
い
た
部
分
に
は
、
山
本
と
久
米
正
雄
が
木
下
八
百
子
を
取
り
合
っ
て
、
久
米
が
敗
れ
た
こ
と
、
そ
の
後
、
憤
慨
し
た
久
米
が
「
手
品
師
」
（
「
新
思
潮
」
〔
第
四
次
〕
二
号
、
大
正
五
年
四
月
一
日
）
を
発
表
す
る
や
、
山
本
が
激
し
く
憤
り
久
米
撲
滅
を
謀
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
大
正
四
年
当
時
、
江
口
は
帝
大
英
文
科
の
四
年
目
（
六
年
に
退
学
）、
山
本
は
帝
大
独
文
科
卒
業
の
年
、
両
人
と
も
明
治
二
十
年
生
れ
の
二
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
木
下
八
百
子
は
、
高
澤
初
風
『
現
代
演
劇
総
覧
』
（
文
星
社
、
大
正
八
年
三
月
一
日
再
版
）
に
、
東
京
八
等
（
新
派
）
俳
優
、
定
紋
不
明
、
本
名
木
下
徳
子
、
明
治
二
十
五
年
東
京
に
生
る
、
父
は
某
省
の
官
吏
な
り
、
築
地
の
女
子
英
語
学
校
卒
業
後
、
大
阪
松
竹
の
女
優
募
集
に
応
じ
て
始
め
て
舞
台
の
人
と
な
り
、
程
な
く
帰
京
し
て
川
村
花
菱
氏
の
創
作
試
演
会
に
『
雪
』
の
芸
者
上
り
の
女
房
に
扮
せ
し
は
、
大
正
二
年
五
月
な
り
、
同
十
月
伊
庭
孝
の
新
劇
社
に
入
り
有
楽
座
に
出
演
せ
し
が
、
後
浅
草
公
園
み
く
に
座
其
他
の
新
派
に
加
入
し
て
、
頗
る
人
気
を
蒐
め
た
る
事
あ
り
、
今
は
新
派
と
共
に
多
く
地
方
を
巡
業
す
、
現
住
所
日
本
橋
区
浜
町
二
ノ
七
。
と
出
て
い
る
。
「
全
国
俳
優
銘
鑑
」
（
「
演
芸
画
報
」
八
年
一
号
、
大
正
三
年
一
月
一
日
）
の
「
新
劇
社
」
の
項
に
は
、
本
名
「
木
下
の
り
子
」
、
生
年
月
「
明
治
廿
五
年
六
月
生
」
と
あ
る
が
、
歿
年
は
確
め
ら
れ
な
い
。
田
中
栄
三
『
新
劇
そ
の
昔
』
（
文
芸
春
秋
新
社
、
昭
和
三
十
二
年
十
月
三
十
日
）
に
は
、
「
八
百
子
は
意
気
の
強
い
達
者
な
女
優
で
、
セ
リ
フ
を
い
い
な
が
ら
、
相
手
を
グ
―57―
ン
グ
ン
押
し
て
行
く
妙
な
ク
セ
が
あ
つ
た
」、「
意
気
が
強
く
つ
て
物
凄
い
の
で
うわ
ば
み

と
い
う
綽
名
が
あ
つ
た
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
永
野
賢
『
山
本
有
三
正
伝
』
上
巻
（
未
来
社
、
昭
和
六
十
二
年
七
月
二
十
七
日
）
に
よ
れ
ば
、
山
本
と
は
大
正
三
年
九
月
に
知
り
合
い
、
翌
々
年
の
五
年
に
八
百
子
の
変
心
か
ら
別
れ
た
、
と
い
う
。
同
書
に
は
、
そ
の
経
緯
を
綴
っ
た
山
本
の
手
記
も
翻
刻
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「
日
本
橋
」
上
演
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
別
に
稿
を
改
め
て
考
え
た
い
が
、
堀
尾
成
章
の
千
章
館
は
、
こ
の
上
演
に
際
し
て
、
開
演
期
間
中
、
刊
本
『
日
本
橋
』
の
三
版
を
実
価
一
円
二
十
銭
送
料
八
銭
の
と
こ
ろ
、
特
価
一
円
（
特
別
割
引
券
封
入
注
文
の
場
合
は
送
料
無
料
）
で
販
売
し
、
加
え
て
「
本
郷
座
観
劇
優
待
券
」
を
発
売
し
た
（
「
都
新
聞
」
大
正
四
年
三
月
十
一
日
付
一
面
「
広
告
」
欄
）。
同
紙
（
大
正
四
年
三
月
十
日
付
三
面
「
芝
居
と
遊
芸
」
欄
）
に
報
じ
ら
れ
た
開
演
時
間
は
、
一
石
橋
の
場
が
午
後
三
時
三
十
分
、
最
終
稲
葉
家
座
敷
の
幕
開
き
が
午
後
九
時
五
十
分
で
あ
る
。
な
お
、
江
口
、
山
本
と
同
席
し
た
と
い
う
豊
島
與
志
雄
、
山
宮
允
に
、
こ
の
件
を
回
想
し
た
文
章
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
乙
卯
四
十
三
歳
十
二
月
十
六
日
、
第
十
三
回
紅
葉
祭
（
於
芝
紅
葉
館
、
午
後
三
時
よ
り
）
に
出
席
し
た
。
こ
の
席
上
、
吉
井
勇
を
紅
葉
未
亡
人
喜
久
子
に
引
き
合
せ
た
。
会
の
模
様
は
十
七
日
付
の
「
都
新
聞
」
に
写
真
入
（
鏡
花
は
左
端
に
立
つ
）
で
報
じ
ら
れ
た
。

典
拠

「
昨
日
の
紅
葉
祭
」
（
「
都
新
聞
」
大
正
四
年
十
二
月
十
七
日
付
五
面
）
＊
引
用
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
拠
る
。
尾
崎
紅
葉
が
歿
し
て
か
ら
十
三
年
昨
日
は
其
の
十
三
回
の
紅
葉
祭
を
故
人
の
友
人
門
弟
の
人
々
の
主
催
で
午
後
三
時
よ
り
芝
山
内
の
紅
葉
館
で
開
か
れ
た
小
波
氏
の
開
会
の
辞
が
あ
つ
て
筑
前
琵
琶
の
高
峰
恵
美
子
、
喜
美
子
の
両
美
少
女
の
夜
討
曾
我
、
次
い
で
小
杉
天
外
氏
の
令
嬢
文
子
が
舞
ひ
の
手
振
り
も
華
や
か
な
保
名
狂
乱
日
本
橋
鶴
次
の
新
内
千
両
幟
、
同
じ
く
六
琴
の
踊
り
浅
妻
、
唄
は
お
勝
、
姫
松
、
三
味
線
は
八
重
、
寿
々
江
幕
を
卸
て
風
谷
の
名
人
仲
蔵
、
快
弁
人
を
酔
は
し
た
後
酒
宴
に
移
り
故
人
の
逸
話
に
興
も
湧
い
た
扨
て
宴
後
に
は
紅
葉
館
美
人
連
の
五
節
の
舞
あ
で
や
か
に
こ
そ
は
舞
ひ
収
め
て
九
時
散
会
、
十
三
回
忌
と
い
ふ
だ
け
に
久
闊
り
の
人
も
見
え
て
来
会
百
余
名
と
註
せ
ら
れ
た
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 注
記

「
年
譜
」
に
は
、
生
田
葵
山
宛
の
案
内
葉
書
（
書
簡
番
号
一
四
〇
）
と
吉
井
勇
「
鏡
花
先
生
追
憶
」
（
『
洛
北
随
筆
』
甲
鳥
書
林
、
昭
和
十
五
年
四
月
十
日
）
に
拠
っ
て
記
し
た
が
、
写
真
入
の
新
聞
報
道
を
見
出
し
た
の
で
、
こ
れ
を
補
っ
た
。
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
誤
り
で
、
向
っ
て
右
が
令
嬢
、
左
が
未
亡
人
、
で
あ
ろ
う
。
鮮
明
を
欠
く
た
め
断
言
で
き
な
い
が
、
鏡
花
（
左
端
）
の
右
側
は
柳
川
春
葉
、
紅
葉
肖
像
を
隔
て
て
右
側
に
一
人
立
つ
の
は
小
杉
天
外
、
前
列
右
端
は
江
見
水
蔭
、
一
人
置
い
て
石
橋
思
案
、
未
亡
人
の
左
は
武
内
桂
舟
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
十
三
回
忌
の
会
で
、
小
杉
天
外
令
嬢
文
子
（
明
治
三
十
二
年
二
月
生
れ
、
昭
和
二
十
三
年
五
月
十
七
日
歿
。
享
年
五
十
。
当
年
十
七
歳
）
の
「
保
名
」
を
舞
っ
て
い
る
の
が
目
を
惹
く
。
天
外
と
紅
葉
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
拙
稿
（
「
手
紙
の
な
か
の
紅
露
逍
」
日
本
近
代
文
学
館
編
『
文
学
者
の
手
紙
1
明
治
の
文
人
た
ち
』
博
文
館
新
社
、
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
）
で
、
紅
葉
の
天
外
宛
書
簡
を
中
心
に
解
説
し
た
こ
と
が
あ
る
。
紅
葉
は
天
外
の
文
壇
的
出
発
に
際
し
て
盡
力
、
天
外
の
結
婚
前
後
に
は
「
親
類
つ
き
あ
ひ
の
中
」
（
天
外
宛
、
明
治
三
十
年
十
月
十
四
日
付
）
に
ま
で
至
っ
た
も
の
の
、
翌
三
十
一
年
ご
ろ
か
ら
疎
遠
に
な
っ
た
。
右
拙
稿
に
は
疎
隔
の
因
由
を
、
「
一
説
に
は
、
島
村
抱
月
、
後
藤
宙
外
ら
と
と
も
に
創
刊
し
た
「
新
著
月
刊
」
で
、
天
外
が
川
柳
選
者
を
し
た
際
、
紅
葉
の
反
感
を
買
っ
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
」
と
記
し
た
が
、
そ
の
後
、
徳
田
秋
聲
『
思
ひ
出
る
ま
ゝ
』
（
文
学
界
社
、
昭
和
十
一
年
四
月
二
十
日
）
に
、
天
外
氏
は
（
…
）
ち
よ
つ
と
し
た
こ
と
で
、
今
ま
で
出
入
し
て
ゐ
た
紅
葉
先
生
の
処
へ
も
来
な
く
な
つ
て
ゐ
た
。
そ
の
原
因
は
わ
か
つ
て
ゐ
る
が
、
私
達
が
ま
だ
塾
に
ゐ
る
時
分
、
或
る
夜
鏡
花
氏
や
風
葉
氏
な
ど
が
、
先
生
を
囲
ん
で
気
を
挙
げ
て
ゐ
た
時
、
明
白
な
記
憶
は
な
い
が
、
天
外
氏
の
川
柳
だ
つ
た
か
俳
句
だ
つ
た
か
、
そ
れ
と
も
何
か
さ
う
い
つ
た
も
の
ゝ
で
も
し
て
ゐ
た
の
か
兎
に
角
そ
れ
が
話
題
に
な
つ
て
、
先
生
が
洒
落
に
冷
か
し
の
葉
書
を
出
し
た
の
が
、
天
外
氏
の
気
持
を
悪
く
し
た
も
の
ら
し
い
。
最
近
天
外
氏
は
言
つ
て
ゐ
た
。
何
も
紅
葉
さ
ん
に
頼
ら
な
く
と
も
、
己
だ
つ
て
一
と
奮
発
す
れ
ば
何
う
に
か
な
る
と
思
つ
た
と
。
と
あ
る
の
を
見
出
し
た
の
で
、「
一
説
」
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
補
っ
て
お
き
た
い
。「
塾
」
と
は
、
紅
葉
宅
の
隣
に
あ
っ
た
門
生
の
塾
「
詩
星
堂
」
の
こ
と
。
秋
聲
文
に
拠
れ
ば
、
紅
葉
の
反
感
と
い
う
よ
り
も
、
紅
葉
の
冷
か
し
の
葉
書
に
天
外
が
「
気
持
を
悪
く
し
た
」
こ
と
か
ら
疎
隔
が
生
じ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
天
外
が
「
新
著
月
刊
」
誌
の
川
柳
の
選
者
を
し
た
の
は
第
二
年
第
三
巻
（
明
治
三
十
一
年
二
月
三
日
）
の
「
第
一
回
懸
賞
川
柳
披
露
」
で
あ
る
。
も
し
秋
聲
の
言
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
疎
隔
は
こ
の
時
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
天
外
は
紅
葉
の
葬
儀
に
も
参
列
し
て
い
な
い
が
、
右
の
十
三
回
忌
の
報
道
を
見
る
か
ぎ
り
、
天
外
の
紅
葉
に
対
す
る
蟠
り
は
解
け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
丁
巳
四
十
五
歳
三
月
一
日
よ
り
、
東
京
オ
ペ
ラ
館
（
浅
草
公
園
内
）
で
、
小
口
忠
監
督
の
映
画
「
新
派
悲
劇
通
夜
物
語
」
（
日
活
向
島
製
作
）
が
上
映
さ
れ
た
。
配
役
は
、
遊
女
丁
山
＝
立
花
貞
二
郎
、
玉
川
清
＝
秋
月
邦
武
、
篠
山
澄
子
＝
土
方
勝
三
郎
、
久
世
友
房
＝
大
村
正
雄
ほ
か
。
説
明
は
土
屋
松
濤
が
務
め
た
。
こ
の
映
画
は
、
十
一
日
よ
り
、
上
野
の
み
や
こ
座
（
日
活
直
営
）
で
も
上
映
さ
れ
た
。
 典
拠
1
オ
ペ
ラ
館
広
告
（「
都
新
聞
」
大
正
六
年
三
月
一
日
付
四
面
）
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 典
拠
2
み
や
こ
座
広
告
（「
都
新
聞
」
三
月
十
三
日
付
四
面
）
 注
記

「
年
譜
」
で
は
、
「
活
動
画
報
」
（
一
巻
五
号
、
大
正
六
年
五
月
一
日
）、
日
本
映
画
研
究
会
編
『
日
本
映
画
作
品
辞
典
戦
前
編
』
（
科
学
書
院
、
平
成
八
年
五
月
二
十
五
日
）
に
拠
っ
て
記
し
た
が
、「
都
新
聞
」
広
告
に
よ
り
、
説
明
の
弁
士
と
、
同
月
中
の
続
映
と
を
補
っ
た
。
監
督
の
小
口
忠
に
つ
い
て
は
、
田
中
純
一
郎
『
秘
録
日
本
の
活
動
写
真
』
（
ワ
イ
ズ
出
版
、
平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
五
日
）
に
、
新
劇
か
ら
日
活
向
島
の
映
画
監
督
に
転
じ
た
田
中
栄
三
の
聞
書
と
し
て
、
「
小
口
忠
と
い
う
人
は
、
美
容
師
で
知
ら
れ
た
小
口
み
ち
子
さ
ん
の
旦
那
さ
ん
で
、
そ
の
頃
と
し
て
は
珍
ら
し
い
速
記
術
を
習
得
し
て
お
り
、
吉
沢
商
店
考
案
部
（
い
ま
の
文
芸
部
）
顧
問
佐
藤
紅
緑
の
紹
介
で
、
同
店
の
目
黒
撮
影
所
の
仕
事
を
し
て
い
た
」
、
「
向
島
へ
移
っ
て
か
ら
は
、
カ
メ
ラ
マ
ン
に
代
っ
て
小
口
忠
氏
が
専
ら
段
取
り
や
セ
リ
フ
づ
け
を
や
っ
た
し
、
そ
れ
が
慣
例
に
な
っ
た
か
ら
、
小
口
氏
は
日
本
最
初
の
新
派
現代
劇
活
動
の
監
督
と
い
う
こ
と
に
な
る
。」
と
記
し
て
い
る
が
、
生
歿
年
等
は
、
い
ま
だ
調
査
が
行
き
届
か
な
い
。
丁
山
役
の
立
花
貞
二
郎
は
、
高
澤
初
風
編
『
人
気
役
者
の
戸
籍
調
べ
』
（
文
星
社
、
大
正
八
年
五
月
五
日
再
版
）
に
、
藤
澤
浅
二
郎
の
門
下
、
明
治
二
十
七
年
三
月
生
、
大
正
七
年
十
一
月
十
一
日
歿
、
と
出
て
い
る
。
享
年
二
十
五
で
あ
る
。
三
省
堂
版
『
日
本
芸
能
人
名
事
典
』
（
平
成
七
年
七
月
十
日
）
は
、
生
年
を
明
治
二
十
六
年
、
と
の
み
記
し
、
「
東
京
生
ま
れ
。
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
二
代
中
村
芝
鶴
に
弟
子
と
し
て
あ
ず
け
ら
れ
、
中
村
芝
鷺
の
芸
名
を
も
ら
う
。
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
新
派
劇
団
に
転
じ
、
立
花
貞
次
郎
を
芸
名
と
す
る
。
四
二
年
よ
り
映
画
に
も
出
演
す
る
よ
う
に
な
り
、
新
派
映
画
の
女
形
と
し
て
人
気
を
得
る
。
映
画
の
代
表
作
は
、
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
」
が
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
。
田
中
栄
三
『
新
劇
そ
の
昔
』
（
文
芸
春
秋
新
社
、
昭
和
三
十
二
年
十
月
三
十
日
）
に
よ
れ
ば
、
立
花
の
妻
は
川
上
音
二
郎
の
姪
（
妹
さ
だ
の
娘
）
澄
子
で
、
貞
二
郎
歿
後
は
鈴
松
と
名
の
っ
て
芸
妓
に
出
て
い
た
と
い
う
。
弁
士
の
土
屋
松
濤
は
『
日
本
芸
能
人
名
事
典
』
に
「
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
一
一
四
大
正
期
の
活
動
弁
士
。
本
名
は
道
之
助
。
声
色
屋
か
ら
映
画
説
明
に
転
じ
て
浅
草
オ
ペ
ラ
館
の
専
属
と
な
り
、
新
派
悲
劇
の
映
画
「
不
如
帰
」
な
ど
で
名
声
を
博
し
た
。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
弁
士
の
資
格
試
験
を
受
験
中
に
倒
れ
た
。
」
と
あ
る
。
明
治
三
十
五
年
一
月
、
山
口
定
雄
一
座
の
「
三
升
格
子
」
（
伊
原
青
々
園
原
作
、
市
村
座
）
で
、
劇
中
劇
の
「
勧
進
帳
」
の
場
で
黒
子
の
後
見
が
団
十
郎
の
弁
慶
と
左
団
次
の
富
樫
の
声
色
を
使
う
、
こ
の
声
色
を
し
た
の
が
「
千
束
町
の
松
さ
ん
」
こ
と
土
屋
松
濤
だ
っ
た
、
と
い
う
（
伊
原
青
々
園
『
団
菊
以
後
』
相
模
書
房
、
昭
和
十
二
年
四
月
十
八
日
）。
前
記
『
秘
録
日
本
の
活
動
写
真
』
（
ワ
イ
ズ
出
版
、
平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
五
日
）
の
一
二
六
頁
に
肖
像
写
真
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
己
未
四
十
七
歳
三
月
二
十
日
、『
薬
の
歌
』（
装
丁
装
画
小
村
雪
岱
）
が
春
陽
堂
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
刊
行
後
、
再
版
の
一
冊
を
里
見
弴
宛
に
、
扉
へ
「
進
上
弴
様
き
や
う
花
」
と
署
名
し
て
献
呈
し
た
。

典
拠

『
扶
桑
書
房
古
書
目
録
』
平
成
二
十
一
年
夏
季
号
（
扶
桑
書
房
、
平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
五
日
）
＊
写
真
の
引
用
を
省
略
。
弴
宛
の
『
薬
の
歌
』
は
再
版
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
鏡
花
の
献
呈
本
で
初
版
で
な
い
も
の
は
む
し
ろ
少
な
く
、
弴
の
名
前
は
当
初
献
本
リ
ス
ト
に
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
鏡
花
の
雪
岱
装
丁
本
で
見
返
し
に
木
版
画
が
あ
る
も
の
は
、
本
書
と
同
様
に
書
名
は
扉
ペ
ー
ジ
に
な
さ
れ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
木
版
画
の
上
に
墨
で
文
字
を
書
く
無
粋
を
避
け
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
扉
ペ
ー
ジ
に
も
本
ご
と
に
異
な
る
木
版
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画
が
部
分
的
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
署
名
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
結
構
難
し
い
。
と
こ
ろ
が
流
石
は
鏡
花
小
史
、
ち
ゃ
ん
と
絵
柄
と
墨
筆
が
調
和
し
て
い
る
。
本
書
も
衣
桁
に
掛
か
っ
た
赤
い
衣
に
寄
り
添
う
よ
う
な
自
署
が
見
事
だ
。
本
目
録
掲
載
『
薬
の
歌
』
は
本
冊
は
少
し
焼
け
や
ス
レ
が
あ
る
が
函
は
良
好
で
あ
る
。
 注
記

「
年
譜
」
で
は
、
『
浪
速
書
林
古
書
目
録
』
第
二
十
三
号
（
平
成
八
年
十
一
月
八
日
）
に
よ
っ
て
記
し
た
が
、
右
に
よ
り
、
贈
呈
本
が
再
版
で
あ
る
こ
と
と
署
名
の
様
態
を
補
っ
た
。
浪
速
書
林
の
目
録
に
は
「
函
に
あ
ま
り
目
立
た
ぬ
程
度
の
テ
ー
プ
貼
り
あ
り
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
扶
桑
書
房
の
目
録
に
は
、
里
見
弴
『
善
心
悪
心
』
の
鏡
花
宛
献
呈
本
と
こ
の
『
薬
の
歌
』
の
里
見
宛
献
呈
本
が
セ
ッ
ト
で
登
載
さ
れ
た
。
『
善
心
悪
心
』
に
つ
い
て
は
、
続
稿
［
新
た
な
項
目
］
の
大
正
六
年
十
一
月
十
五
日
の
項
を
参
照
。
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
乙
丑
五
十
三
歳
十
二
月
十
七
日
付
「
読
売
新
聞
」
の
「
よ
み
う
り
抄
」
に
「
泉
鏡
花
氏
湯
ケ
原
か
ら
帰
京
」
と
報
じ
ら
れ
た
。
こ
の
帰
京
は
、
二
十
日
付
「
文
芸
時
報
」
（
第
三
号
）
の
「
文
壇
消
息
」
欄
で
も
報
じ
ら
れ
た
。
 典
拠

「
文
壇
消
息
」
（「
文
芸
時
報
」
三
号
、
大
正
十
四
年
十
二
月
二
十
日
）
▲
泉
鏡
花
氏
湯
ケ
原
か
ら
帰
京
 注
記

右
の
報
は
、
同
欄
の
う
ち
「
旅
行
、
滞
在
」
の
項
に
載
っ
て
い
る
。
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
己
巳
五
十
七
歳
二
月
十
八
日
、
春
陽
堂
か
ら
恩
地
孝
四
郎
の
装
丁
に
よ
る
『
泉
鏡
花
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
扉
の
小
照
（
前
年
十
二
月
十
八
日
、
田
中
敏
男
に
よ
る
撮
影
）
の
下
に
落
款
入
り
、
初
版
一
千
部
の
限
定
本
で
、
「
照
葉
狂
言
」
以
下
十
八
を
収
め
る
。
希
望
者
に
は
、
表
紙
に
真
珠
嵌
込
み
の
特
製
本
も
誂
え
た
。
鏡
花
は
こ
の
装
本
を
見
て
「
こ
れ
で
は
ま
る
で
生
き
な
が
ら
仏
壇
に
祭
ら
れ
る
や
う
な
も
の
だ
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
 典
拠
1
『
泉
鏡
花
集
』
目
次
末
尾
（
春
陽
堂
、
昭
和
四
年
二
月
十
八
日
）
装
幀
者
恩
地
孝
四
郎
写
真
撮
影
者
昭
和
三
年
十
二
月
十
八
日
撮
田
中
敏
男

典
拠
2
「
春
陽
堂
新
館
落
成
記
念
出
版
」
広
告
（
「
東
京
朝
日
新
聞
」
昭
和
四
年
三
月
二
十
三
日
付
朝
刊
六
面
）
＊
必
要
な
箇
所
の
み
摘
記
。
春
陽
堂
は
御
陰
を
以
ち
ま
し
て
復
興
の
帝
都
に
新
装
の
本
建
築
落
成
を
遂
げ
ま
し
た
。
就
て
は
御
礼
旁
々
右
豪
華
版
の
出
版
を
決
行
致
し
ま
す
恩
地
孝
四
郎
画
伯
装
幀
、
菊
判
型
三
方
金
総
革
装
、
極
上
金
箔
押
唐
草
総
模
様
、
本
文
淡
色
枠
付
二
度
刷
、
口
絵
局
紙
別
漉
著
者
肖
像
手
刷
コ
ロ
タ
イ
プ
版
、
特
に
各
冊
著
者
肉
筆
自
署
又
は
落
款
入
と
い
ふ
誠
に
本
の
中
で
の
本
と
し
て
敢
て
皆
様
の
座
右
に
御
薦
め
致
ま
す
。（
…
）
別
製
真
珠
入
定
価
金
拾
貮
円
御
希
望
の
方
の
御
註
文
に
応
じ
ま
す

典
拠
3
恩
地
孝
四
郎
「
自
作
装
本
選
」
（
『
本
の
美
術
』
〔
複
製
版
〕
出
版
ニ
ュ
ー
ス
社
、
昭
和
四
十
八
年
八
月
三
十
一
日
）
＊
書
影
の
引
用
を
省
く
。
春
陽
堂
の
豪
華
装
小
説
集
は
、
た
し
か
六
巻
位
だ
つ
た
ら
う
。
左
掲
は
そ
の
一
つ
、
ど
こ
も
か
し
こ
も
金
ピ
カ
で
あ
る
。
こ
の
書
そ
の
装
案
し
た
も
う
一
つ
の
方
が
自
分
は
好
き
だ
つ
た
、
之
は
も
つ
と
革
の
地
が
出
る
筈
の
も
の
だ
つ
た
が
や
は
り
刊
行
側
と
し
て
は
金
ピ
カ
の
方
が
よ
か
つ
た
ら
し
い
。
革
も
丸
革
、
金
も
本
金
だ
し
、
製
本
も
入
念
だ
つ
た
。
今
は
新
小
説
社
主
島
源
四
郎
君
が
、
そ
の
時
の
こ
の
本
の
担
当
だ
つ
た
。
中
々
の
入
念
者
で
あ
る
こ
と
は
新
小
説
社
本
の
出
来
の
よ
さ
で
も
分
る
。
出
版
部
に
か
う
い
う
人
が
ゐ
る
と
そ
こ
の
本
は
非
常
に
し
つ
か
り
し
た
出
来
と
な
る
。
望
ま
し
い
こ
と
の
一
つ
だ
。
褐
色
の
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革
に
背
に
は
金
茶
の
別
革
を
、
袖
の
中
央
は
素
色
革
を
貼
つ
た
。
中
の
額
縁
内
に
は
黒
漆
押
、
そ
こ
へ
金
と
空
押
が
載
る
。
中
央
の
華
紋
は
浮
き
出
し
、
レ
リ
ー
フ
で
あ
る
。
そ
こ
へ
、
希
望
者
に
は
中
央
に
一
つ
真
珠
を
は
め
よ
う
と
い
ふ
凝
り
方
で
あ
つ
た
。
表
紙
の
中
側
本
文
か
ら
は
み
出
し
て
ゐ
る
所
、
チ
リ
に
も
ギ
ル
ド
押
が
し
て
あ
る
。
む
ろ
ん
小
口
本
金
箔
附
け
。
何
様
燦
然
た
る
も
の
で
、
泉
鏡
花
氏
が
、
こ
れ
で
は
ま
る
で
生
き
な
が
ら
仏
壇
に
祭
ら
れ
る
や
う
な
も
の
だ
と
云
は
れ
た
さ
う
だ
が
尤
も
だ
。
本
文
も
枠
付
で
三
度
刷
、
そ
の
他
そ
の
他
。
昭
和
4年
初
の
刊
行
。
 注
記

『
本
の
美
術
』
の
初
版
は
、
誠
文
堂
新
光
社
よ
り
、
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
二
十
日
の
刊
行
で
あ
る
。
こ
の
豪
華
版
創
作
集
は
、
他
に
『
里
見
弴
集
』
『
島
崎
藤
村
集
』
『
菊
池
寛
集
』
『
坪
内
逍
遙
集
』
の
計
五
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。「
以
下
近
刊
」
と
し
て
『
志
賀
直
哉
集
』『
谷
崎
潤
一
郎
集
』
の
名
が
挙
っ
て
い
る
が
未
刊
で
あ
る
。
須
田
千
里
氏
（
「
単
行
本
書
誌
」
岩
波
書
店
版
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
別
巻
二
、
平
成
十
八
年
一
月
二
十
日
）
は
、
同
氏
披
見
十
一
冊
の
う
ち
、
別
製
版
一
冊
（
記
番
166番
本
、
現
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
三
田
文
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
蔵
本
）
を
確
認
し
て
お
り
、
書
影
は
平
凡
社
版
『
別
冊
太
陽
泉
鏡
花
美
と
幻
影
の
魔
術
師
』
（
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
二
日
、
一
二
九
頁
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
架
蔵
11番
本
は
普
通
版
で
あ
る
。
典
拠
3に
名
の
出
る
島
源
四
郎
（
明
治
三
十
七
年
三
月
五
日
生
）
は
、
大
正
五
年
三
月
、
十
三
歳
で
春
陽
堂
に
小
僧
と
し
て
入
り
、
昭
和
八
年
九
月
に
独
立
し
て
新
小
説
社
を
創
業
す
る
ま
で
十
七
年
間
在
籍
し
た
。
こ
の
豪
華
版
創
作
集
の
発
行
者
は
和
田
利
彦
、
印
刷
者
は
木
呂
子
斗
鬼
次
、
出
版
担
当
者
の
中
に
島
源
四
郎
の
名
が
あ
る
。
そ
の
回
想
文
「
出
版
小
僧
思
い
出
話
（
11）
装
幀
の
話
」
（
「
日
本
古
書
通
信
」
五
十
巻
六
号
、
昭
和
六
十
年
六
月
十
五
日
）
に
、
恩
地
を
語
っ
て
、
「
先
生
の
代
表
的
装
幀
と
い
い
ま
す
と
「
明
治
大
正
文
学
全
集
」
が
当
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
春
陽
堂
さ
ん
が
新
ら
し
い
ビ
ル
を
建
て
ら
れ
て
、
そ
の
記
念
と
し
て
前
に
お
話
し
た
千
部
限
定
の
豪
華
本
を
出
し
ま
し
た
が
、
そ
の
装
幀
を
恩
地
先
生
に
お
願
い
し
て
、
よ
ろ
し
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
島
君
し
ば
ら
く
待
っ
て
く
れ
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
毎
日
神
田
の
古
本
屋
を
歩
い
て
洋
書
屋
を
見
た
り
、
丸
善
へ
も
行
か
れ
た
り
し
て
、
一
と
月
ほ
ど
し
て
で
き
ま
し
て
、
そ
れ
で
牛
の
丸
革
装
、
三
方
金
の
豪
華
本
が
で
き
た
の
で
す
。
恩
地
先
生
の
装
幀
の
な
か
の
傑
作
じ
ゃ
な
い
か
と
今
で
も
思
っ
て
い
ま
す
。
」
と
し
て
い
る
。
春
陽
堂
の
新
館
落
成
が
円
本
「
明
治
大
正
文
学
全
集
」
売
上
の
利
益
に
因
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
明
か
し
て
い
る
が
、
豪
華
版
『
泉
鏡
花
集
』
の
装
丁
に
関
す
る
鏡
花
の
感
想
は
、
お
そ
ら
く
担
当
の
島
を
介
し
て
恩
地
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
戊
寅
六
十
六
歳
七
月
九
日
、
村
松
定
孝
が
番
町
を
訪
れ
た
。
 典
拠

村
松
定
孝
「
泉
鏡
花
訪
問
の
記
」
（「
表
象
」
一
輯
、
昭
和
三
十
三
年
九
月
五
日
）
い
ま
か
ら
か
ぞ
へ
て
二
十
年
前
。
昭
和
十
三
年
七
月
九
日
、
当
時
ま
だ
早
稲
田
大
学
国
文
科
の
学
生
で
あ
つ
た
私
は
泉
鏡
花
を
番
町
の
家
に
訪
問
、
約
三
時
間
を
鏡
花
と
面
談
す
る
好
機
に
恵
ま
れ
た
。
こ
れ
は
鏡
花
研
究
を
生
涯
の
仕
事
と
し
よ
う
と
志
し
た
私
に
と
つ
て
実
に
記
念
す
べ
き
一
時
で
あ
つ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
時
分
、
う
ら
若
き
学
生
の
身
で
鏡
花
な
ど
と
い
ふ
古
ぼ
け
た
小
説
家
を
訪
問
し
た
と
い
ふ
の
で
、
友
人
間
に
侮
蔑
の
眼
を
以
て
見
ら
れ
た
こ
と
は
、
小
著
「
泉
鏡
花
」
の
あ
と
が
き
に
し
る
し
た
と
ほ
り
で
あ
る
。
 注
記

「
年
譜
」
で
は
、
『
あ
ぢ
さ
ゐ
供
養
頌
わ
が
泉
鏡
花
』
（
新
潮
社
、
昭
和
六
十
三
年
六
月
五
日
）
に
拠
っ
て
、
昭
和
十
二
年
七
月
の
項
に
記
し
た
が
、
こ
れ
は
吉
田
の
錯
誤
で
、
同
書
に
「
昭
和
十
三
年
七
月
の
、
蒸
し
暑
い
夏
日
の
午
後
二
時
を
廻
っ
た
時
刻
で
あ
る
。」
と
あ
る
の
に
よ
り
、
「
年
譜
」
の
昭
和
十
二
年
を
訂
正
し
、
典
拠
に
基
づ
き
、
日
付
を
追
記
す
る
。
著
者
の
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鏡
花
訪
問
記
は
、
研
究
の
原
点
ゆ
え
、
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
ほ
ど
書
か
れ
て
い
る
が
、
日
付
を
明
記
し
た
も
の
は
存
外
少
な
い
。
典
拠
は
そ
の
数
少
な
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
［
新
た
な
項
目
］
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
乙
未
二
十
三
歳
十
二
月
十
四
日
の
夕
刻
、
安
原
富
次
の
沖
縄
行
送
別
兼
懇
談
会
（
於
神
田
開
花
楼
）
に
出
席
し
た
。
参
会
者
は
巌
谷
小
波
は
じ
め
博
文
館
の
編
輯
局
員
、
同
店
員
、
松
居
松
葉
ら
で
あ
っ
た
。

典
拠

小
波
日
記
研
究
会
「
巌
谷
小
波
翻
刻
と
注
釈
明
治
二
十
八
年
」
（
「
白
百
合
女
子
大
学
児
童
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
論
文
集
」
Ⅳ
、
平
成
十
二
年
三
月
。
刊
行
日
記
載
な
し
）
＊
／
は
改
行
。
ア
キ
は
原
文
の
ま
ま
。
十
二
月
十
四
日
（
土
）
晴
午
前
河
東
碧
梧
桐
来
、
森
、
細
／
川
相
次
て
来
る
十
一
時
出
勤
／
午
後
四
時
後
開
花
楼
、
安
原
氏
／
沖
縄
行
送
別
兼
懇
談
会
也
／
編
輯
員
の
他
荒
巻
、
大
野
、
宮
川
、
／
松
居
、
山
本
及
泉
な
り
妓
、
小
丸
、
／
お
山
、
小
、
二
、
後
日
本
橋
よ
り
万
作
、
／
喜
、
鈴
、
小
柳
及
某
来
る
九
時
／
帰
途
角
田
氏
方
連
句
一
時
帰
 注
記

典
拠
の
「
安
原
氏
」
は
、
「
編
輯
員
」
云
々
の
記
述
か
ら
、
当
時
小
波
の
在
籍
し
て
い
た
博
文
館
の
関
係
者
の
う
ち
『
博
文
館
五
十
年
史
』
（
昭
和
十
二
年
六
月
十
五
日
）
明
治
二
十
六
年
の
項
に
「
十
二
月
帝
国
大
学
古
典
科
卒
業
安
原
富
次
氏
も
続
い
て
入
館
し
た
。
」
と
出
て
い
る
安
原
富
次
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
た
。
出
身
の
「
帝
国
大
学
古
典
科
」
の
正
式
名
称
は
、
明
治
十
五
年
よ
り
二
十
一
年
ま
で
開
設
さ
れ
て
い
た
文
学
部
（
十
九
年
か
ら
文
科
大
学
）
附
属
の
「
古
典
講
習
科
」
で
あ
る
（『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
冊
、
昭
和
七
年
十
一
月
二
十
日
、
参
照
）。
年
譜
本
文
に
は
書
き
入
れ
な
か
っ
た
が
、
参
会
の
諸
氏
は
「
太
陽
」
明
治
二
十
九
年
一
月
号
（
二
巻
一
号
、
一
月
五
日
発
行
）
巻
末
の
博
文
館
の
新
年
挨
拶
（
後
付
の
十
六
）
に
拠
っ
て
、
名
を
確
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
荒
巻
（
マ
マ
）」
は
荒
牧
国
三
郎
、
「
大
野
」
は
大
野
金
太
郎
、
「
宮
川
」
は
宮
川
大
壽
、「
山
本
」
は
山
本
留
次
で
、
い
ず
れ
も
「
博
文
館
店
員
」
十
六
名
中
に
名
が
あ
る
。
「
松
居
」
は
こ
の
中
に
見
え
な
い
が
、
当
年
の
「
少
年
世
界
」
（
一
巻
七
号
十
号
、
二
十
三
号
）
に
寄
稿
の
あ
る
松
居
松
葉
（
の
ち
松
翁
）
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
泉
鏡
太
郎
」
は
「
徳
田
末
雄
」
（
秋
聲
）
と
と
も
に
、
大
橋
又
太
郎
（
乙
羽
）
以
下
「
博
文
館
編
輯
局
員
」
十
六
名
の
う
ち
に
名
を
列
ね
て
い
る
（
「
年
譜
」
明
治
二
十
九
年
一
月
の
項
に
記
載
済
み
）。
安
原
の
沖
縄
行
き
は
博
文
館
退
社
を
意
味
す
る
も
の
か
、
二
十
九
年
の
新
年
挨
拶
に
は
名
前
が
な
い
。
会
場
と
な
っ
た
開
花
楼
は
、
神
田
区
宮
本
町
に
あ
っ
た
日
本
料
理
店
で
あ
る
。
帰
途
立
寄
っ
た
「
角
田
」
は
、
小
波
、
尾
崎
紅
葉
ら
と
と
も
に
秋
聲
会
を
興
し
た
角
田
竹
冷
（
本
名
真
平
）
の
こ
と
。
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
丁
酉
二
十
五
歳
八
月
一
日
発
行
の
「
早
稲
田
文
学
」
（
第
三
十
九
号
）
の
「
文
壇
消
息
」
に
、
東
華
堂
刊
の
新
作
小
説
『
夏
ご
ろ
も
』
の
上
梓
が
報
じ
ら
れ
た
（
が
未
刊
に
終
っ
た
）。
 典
拠

「
文
壇
消
息
」
（「
早
稲
田
文
学
」
三
十
九
号
、
明
治
三
十
年
八
月
一
日
）
●
泉 、
鏡 、
花 、
子
が
空
前
の
大
作
な
り
と
云
ふ
『
夏
ご
ろ
も
』
と
題
す
る
新
作
小
説
は
、
い
よ

此
の
度
稿
を
脱
し
て
、
書
肆
東
華
堂
の
手
に
渡
り
た
り
と
云
へ
ば
、
上
梓
し
て
世
に
問
ふ
も
遠
か
ら
ざ
る
べ
し
、
子
が
同
書
の
梗
概
と
妙
所
と
を
記
者
の
為
に
話
さ
れ
し
所
に
依
れ
ば
、
兎
に
角
、
子
が
長
所
と
特
技
と
を
充
分
に
傾
注
せ
る
も
の
に
似
た
り
、
出
版
の
上
は
、
子
が
現
時
の
小
説
壇
に
於
け
る
位
地
も
弥
々
之
れ
に
依
り
て
明
に
知
る
こ
と
を
得
べ
し
と
思
ふ
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 注
記

文
中
の
「
東
華
堂
」
は
「
新
著
月
刊
」
の
発
行
元
、
神
田
区
今
川
小
路
二
丁
目
二
番
地
に
あ
っ
た
。
同
誌
は
、
坪
内
逍
遙
門
下
で
「
早
稲
田
文
学
」
の
編
輯
に
携
わ
っ
て
い
た
後
藤
宙
外
が
、
島
村
抱
月
、
伊
原
青
々
園
に
、
水
谷
不
倒
、
小
杉
天
外
を
加
え
て
丁
酉
文
社
を
結
び
、
明
治
三
十
年
四
月
に
創
刊
し
た
。
丁
酉
文
社
の
住
所
は
当
時
の
宙
外
の
自
宅
で
あ
る
。
鏡
花
は
創
刊
号
に
「
化
鳥
」
を
発
表
以
後
、
本
誌
の
「
賛
成
員
」
に
名
を
列
ね
、「
清
心
庵
」
「
七
本
桜
」「
慈
善
会
」「
蛇
く
ひ
」
の
各
を
載
せ
て
著
し
い
進
境
を
示
し
た
。
当
年
の
宙
外
の
天
外
宛
書
簡
（
明
治
三
十
年
八
月
二
十
七
日
付
。
「
補
訂
三
」
参
照
）
に
も
、
宙
外
宅
へ
の
鏡
花
の
来
訪
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
新
作
小
説
の
「
梗
概
と
妙
所
」
を
著
者
か
ら
語
ら
れ
た
「
記
者
」
は
宙
外
で
あ
る
公
算
が
大
き
い
。
「
化
鳥
」
の
載
っ
た
創
刊
号
に
は
天
外
と
の
合
著
『
小説
新
二
人
袴
』
の
予
告
が
あ
る
が
、
こ
の
『
夏
ご
ろ
も
』
同
様
、
未
刊
に
終
っ
た
（「
年
譜
」
明
治
三
十
年
四
月
の
項
参
照
）。
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
戊
戌
二
十
六
歳
二
月
九
日
、
さ
る
六
日
に
逝
去
し
た
巌
谷
小
波
の
妹
瑤 よ
芝 し
（
明
治
七
年
六
月
生
。
享
年
二
十
五
）
の
葬
儀
（
於
赤
坂
成
満
寺
、
午
前
九
時
出
棺
）
に
参
列
し
た
。
小
波
に
よ
れ
ば
、
会
葬
者
百
名
余
、
大
橋
乙
羽
、
尾
崎
紅
葉
、
武
内
桂
舟
、
同
社
中
、
長
松
篤 あ
つ

す
け、
中
村
花
、
筒
井
年
峰
、
山
岸
荷
葉
ら
が
列
し
た
と
い
う
。

典
拠

小
波
日
記
研
究
会
「
巌
谷
小
波
日
記
翻
刻
と
注
釈
明
治
三
十
一
年
」
（
「
白
百
合
女
子
大
学
児
童
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
論
文
集
」
Ⅶ
、
平
成
十
五
年
三
月
。
刊
行
日
記
載
な
し
）
＊
／
は
改
行
。
ア
キ
は
原
文
の
ま
ま
。〔
〕
内
は
日
記
の
欄
外
表
記
。
二
月
六
日
（
日
）
晴
夜
雨
（
…
）
四
時
帰
る
／
瑤
芝
病
革
小
西
、
岩
佐
両
国
／
手
来
診
急
性
腹
膜
炎
／
遂
に
午
後
九
時
半
死
去
二
月
九
日
（
水
）
晴
暁
四
時
脱
床
／
九
時
出
棺
赤
坂
成
満
寺
／
に
葬
式
後
代
々
木
村
狼
／
谷
火
葬
場
に
送
る
／
午
後
二
時
帰
宅
／
今
朝
日
下
部
兄
公
の
一
行
着
の
／
筈
な
り
し
も
俄
に
汽
車
不
通
／
に
て
間
に
合
は
ず
迷
惑
し
〔
本
日
会
葬
者
百
名
斗
り
長
松
篤
、
大
橋
、
尾
崎
／
武
内
、
同
社
中
、
中
村
、
筒
井
、
泉
、
山
岸
ら
居
り
〕
 注
記

小
波
の
異
母
妹
瑤
芝
は
、
継
母
茂
登
の
第
一
子
。
瑤
芝
、
さ
ら
に
下
の
妹
菊
枝
の
こ
と
は
「
二
人
の
妹
」
（
『
我
が
五
十
年
』
東
亜
堂
、
大
正
九
年
五
月
十
三
日
）
に
詳
し
い
。
瑤
芝
は
、
明
治
二
十
六
年
五
月
八
日
大
阪
在
住
の
弁
護
士
不
破
光
房
と
結
婚
し
下
阪
し
た
が
、
折
合
わ
ず
、
翌
年
一
月
に
帰
京
、
そ
の
ま
ま
婚
家
に
戻
る
こ
と
な
く
、
病
を
得
て
二
度
の
手
術
を
受
け
、
死
を
迎
え
た
。
小
波
は
三
月
四
日
上
洛
し
、
東
大
谷
霊
山
正
法
寺
に
納
骨
し
た
。
瑤
芝
の
遺
影
は
『
小
波
身
上
噺
』
（
芙
蓉
閣
、
大
正
二
年
二
月
二
十
日
）
の
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
参
列
者
の
う
ち
、
長
松
篤
は
小
波
が
幼
時
期
預
け
ら
れ
た
北
沢
家
の
母
屋
の
主
人
長
松
幹
（
実
父
修
の
親
友
）
の
嗣
子
、
竹
馬
の
友
で
あ
る
。
［
付
記
］
今
回
も
、［
本
文
の
訂
正
追
加
］
が
大
部
分
と
な
り
、［
新
た
な
項
目
］
は
三
つ
に
止
ま
っ
た
。
新
項
目
に
重
点
を
お
い
て
続
稿
を
期
し
た
い
。
資
料
の
調
査
に
関
し
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
、
日
本
近
代
文
学
館
、
本
学
図
書
館
近
代
文
庫
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。（よ
し
だ
ま
さ
し
日
本
語
日
本
文
学
科
）
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